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会 議 録 

 

会 議 名 令和６年度第２回木更津市廃棄物減量等推進審議会 

開 催 日 令和７年３月７日（金） 
場 所 

駅前庁舎８階 

防災室・会議室 時 間 午後１時００分 ～ 午後２時３０分 

出 席 者 【委 員】    

座親 政彦 

池田 健介 

岡田 守夫 

倉島 和広 

國吉 俊夫 

鈴木 まり子 

平野 大志 

高橋 幹雄 

【事務局】 

石渡環境部次長兼生活衛生課長 

資源循環推進課：有馬課長、中能課長補佐、有村資源化推進係長、 

山口副主幹、平野主任主事、杉森主任主事 

次 第 １ 開  会 

２ 委嘱状交付 

３ 市長挨拶 

４ 事務局職員紹介 

５ 議  題 

⑴ 会長・副会長の選出 

⑵ 木更津市指定ごみ袋について 

６ その他 

７ 閉  会 

公開・非

公開の別 
公 開 

非公開

理  由 
 － 

傍聴者数 な し 

配付資料 ・ 会議次第 

・ 委員名簿 

・ 事務局職員名簿 

・ 会場配置図 

・ 木更津市廃棄物減量等推進審議会運営規則 

・ 議題２「木更津市指定ごみ袋について」 

・ その他資料「翌年度以降の取組について」 

概 要 別紙のとおり 
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【 概要 】 

 

１ 開 会 

 

○司 会   委員の皆様におかれましては、お忙しい中、木更津市廃棄物減量等推進審議

会にご出席いただきましてありがとうございます。本日の司会を務めさせてい

ただきます環境部資源循環推進課課長補佐の中能と申します。よろしくお願い

いたします。続きまして、本日お配りした資料の確認をさせていただきます。

まず、委員名簿、事務局職員名簿、会場配置図、木更津市廃棄物減量等推進審

議会運営規則、議題２「木更津市指定ごみ袋について」の資料、その他「翌年

度以降の取組について」の資料をお席に置かせていただいております。過不足

がございましたらお知らせください。また、事前にお配りしております、会議

次第のご用意もお願いします。 

会議に先立ちまして、会議の公開について説明させていただきます。木更津

市審議会等の会議の公開に関する条例第３条「審議会等の会議は、これを公開

とする。」の規定により、審議会は原則公開となっております。また、会議録に

つきましても、市のホームページ及び市役所朝日庁舎２階の行政資料室におい

て、公開することとなっておりますので、あらかじめご承知おきくださいます

ようお願いいたします。 

本日は見えておりませんが、傍聴人の方がお見えになったときはお入りにな

っていただくこととなっておりますので、ご承知おきください。 

それでは只今から、令和６年度第２回木更津市廃棄物減量等推進審議会を開

催いたします。 

なお、本日の審議会は、委員全員のご出席をいただいており、木更津市廃棄

物減量等推進審議会運営規則第３条第２項の規定により会議は成立しておりま

す。これより、本日配布いたしました資料のうち、次第により会議を進行させ

ていただきます。 

 

２ 委嘱状交付 

 

〇司 会   それでは、最初に委嘱状の交付を行います。委嘱状は名簿順に交付いたしま

す。委員名簿につきましては、お配りした資料にございますのでご覧ください。 

 委員の皆様におかれましては、恐れ入りますが、お名前をお呼びいたしまし

たらご起立いただきたいと存じます。 

 

           【委嘱状交付】 
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３ 市長挨拶 

 

〇司 会   続いて、開催にあたりまして、市長からご挨拶申し上げます。渡辺市長お願

いいたします。 

 

〇渡辺市長  改めまして、本日は大変ご多用の中、木更津市廃棄物減量等推進審議会委員 

委嘱状交付式及び審議会にご出席いただき、誠にありがとうございます。 

ただいま、委嘱状を交付させていただきましたが、これから２年間、それぞ

れのお立場から、本市の一般廃棄物の減量化・資源化、また、適正処理の推進

にお力添えを賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

さて、前期の委員の皆様には、一般廃棄物処理基本計画の策定をはじめ、策

定した計画に基づく サーキュラーエコノミーへの移行に向けて、４Ｒを推進す

る取組にご尽力いただいてまいりました。今期は、この流れを加速するため、

引き続き、ごみの分別、資源ごみの循環利用などに取り組んでまいりたいと考

えております。どうぞよろしくお願いいたします。 

本日の第１回目の審議会では、本審議会の概要などをご説明した後に、会長、

副会長を選出していただきます。また、引き続きまして、「木更津市指定ごみ袋

について」、事務局から説明させていただきます。 

委員の皆様方には、忌憚のないご意見をいただきますようお願い申し上げ、

私からの挨拶とさせていただきます。 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

〇司 会   ありがとうございました。 

       誠に申し訳ありませんが、市長は次の公務が控えているため、ここで退席さ

せていただきますので、ご了承ください。 

 

                 【市長退席】 

 

４ 事務局職員の紹介 

 

〇司 会   続きまして事務局職員の紹介をさせていただきます。 

       初めに、環境部次長兼生活衛生課 課長、石渡亮輝でございます。 

       続きまして、 資源循環推進課 課長、有馬努でございます。 

       続きまして、資源循環推進課 資源化推進係長、有村真一でございます。 

       続きまして、資源循環推進課 副主幹、山口芳一でございます。 

       続きまして、資源循環推進課 主任主事、平野公己でございます。 

続きまして、資源循環推進課 主任主事、杉森謙介でございます。 

最後に、私、中能でございます。 

よろしくお願いいたします。 
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それではここで、新たな委員になって最初の審議会ですので、委員の皆様に

簡単で結構ですので、自己紹介をいただければと存じます。 

お手元にお配りした委員名簿の順ということで、座親委員からお願いできま

すでしょうか。 

 

【自己紹介】 

 

〇司 会   ありがとうございました。 

 

５ 議題（１）会長・副会長の選出について 

 

〇司 会   それでは、議事に入ります。まず、次第にお示ししております会長、副会長

の選出についてでございます。 

       会議の議長は、木更津市廃棄物減量等推進審議会運営規則第 3条第 1項の規

定により会長が務めることとなっておりますが、本日の会議は、今期の審議会

委員として委嘱させていただきましてから、初めての会議でございますので会

長、副会長が決まっておりません。そこで、会長が選出されるまでの間、議事

を進行いたします仮議長が必要となります。 

       ここで、慣例によりまして、事務局から石渡次長が仮議長を務めさせていた

だきたいと存じますので、ご了承くださるようお願いいたします。 

       石渡次長、仮議長席へ移動をお願いいたします。 

 

               【石渡次長、仮議長席へ】 

 

〇仮議長   ただいま司会から説明がありましたとおり、会長が選出されるまでの間、仮

議長を務めさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

       それでは、議題（１）「会長・副会長の選出について」を議事といたします。

木更津市廃棄物減量等推進審議会運営規則第２条第１項及び第２項の規定によ

り、「審議会に会長及び副会長を各１人置き、委員の互選により定める。」こと

となっております。まずは、会長の選出についてお諮りいたします。選出方法

は、いかがいたしましょうか。 

 

                【推薦の声】 

 

       ただいま、「推薦」とのご提案がございました。他にご意見はございますか。 

 

       他にご意見がないようですので、会長は推薦により選出することとさせてい

ただきます。それでは、どなたかご推薦をお願いいたします。 
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【「座親委員を推薦」の発言あり】 

 

〇仮議長   ただいま、平野委員から会長に座親委員の推薦がございました。委員各位の

ご賛同をいただければ、会長に座親委員を選出いたしたいと思いますが、いか

がでしょうか。 

 

                【異議なしの声】 

 

       「異議なし」の発言がありましたので、ご賛同いただけたものとし、会長に

座親委員を決定いたします。選任されました座親委員におかれましては、ご多

忙の折、誠に恐縮に存じますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

       以上をもちまして、仮議長の職を解かせていただきます。議事進行にご協力

いただきまして、誠にありがとうございました。 

 

〇司 会   それでは、座親会長、会長席へ移動をお願いいたします。では、ここで座親

会長から、ご挨拶をお願いいたします。 

 

〇会 長   ただ今、皆様のご推挙によりまして、会長を仰せつかることになりました座

親でございます。よろしくお願いいたします。 

本市におけるサーキュラーエコノミーへの移行に向け、リサイクル率の向上、

資源の循環利用の推進等にお役に立てればと考えておりますので、委員の皆様

におかれましては、ご支援ご協力をお願い申し上げます。 

 

〇司 会   ありがとうございました。それでは、木更津市廃棄物減量等推進審議会運営

規則第３条第１項によりまして、座親会長、会議進行のほどよろしくお願いい

たします。 

 

〇会 長   それでは、引き続き会議を進めます。皆様のご協力をいただきまして、会議

を円滑に進めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

       それでは、次に「会長、副会長の選出について」のうち、副会長の選出につ

いてお諮りいたします。選出方法はいろいろとございますが、いかがいたしま

しょうか。 

 

                【推薦の声】 

 

       ただいま、「推薦」とのご提案がございました。他にご意見はございますか。 

 

       他にご意見がないようでしたら、委員各位のご賛同をいただいて、推薦によ

り副会長を選出したいと思いますが、いかがでしょうか。 
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                【異議なしの声】 

 

       それでは、どなたかご推薦をお願いいたします。 

 

               【「高橋委員を推薦」の発言あり】 

 

       ただいま、池田委員から副会長に高橋委員の推薦がございましたが、他にご

ざいませんか。 

 

       それでは、委員各位のご賛同をいただければ、副会長に高橋委員を選出いた

したいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

                【異議なしの声】 

 

       異議なしの発言がありましたので、ご賛同いただけたものとし、副会長に高

橋委員を選出いたします。選出されました高橋委員におかれましては、ご多忙

の折、誠に恐縮に存じますが、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

       それでは高橋副会長より、ご挨拶をお願いいたします。 

 

〇高橋委員  ただ今、ご推薦によりまして、副会長を仰せつかることになりました、高橋

でございます。今後、座親会長のもと、皆さんのご協力をいただきながら職務

の遂行に努めて参りますので、よろしくお願い申し上げまして、ご挨拶とさせ

ていただきます。 

 

〇会 長   ありがとうございました。それでは、引き続き会議を進めます。皆様のご協

力をいただきまして、会議を円滑に進めてまいりたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

       それでは、次に「木更津市審議会等の会議の公開に関する条例施行規則」第

６条の規定により、会議録の内容について審議会等が指定した者の確認を得る

こととなっておりますので、会議録署名委員を１名選出したいと思いますが、

いかがいたしましょうか。 

 

       意見がないようですので、会長一任でよろしいでしょうか。 

 

                【異議なしの声】 

 

       ありがとうございます。異議なしとの声がありましたので、私から指名させ

ていただきます。平野委員にお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 
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５ 議題（２） 木更津市指定ごみ袋について 

 

〇会 長   それでは、議題（２）木更津市指定ごみ袋について、事務局からの説明を求

めたいと思います。 

 

〇有村係長  それでは私から、議題２木更津市指定ごみ袋についてご説明申し上げます。 

配布資料の表題「木更津市指定ごみ袋について」と記載されているものをご

覧ください。 

はじめに、指定ごみ袋の有料広告についてご説明申し上げます。資料の１ペ

ージをお開きください。指定ごみ袋に有料広告を掲載することの目的は、指定

ごみ袋１枚 1枚、あるいは指定ごみ袋包装用外袋に広告を掲載することにより、

ごみ処理に係る費用の一部に充当するためでございますが、この有料広告を掲

載することの可否について、検討するものでございます。令和５年度の第２回

審議会において、指定ごみ袋に有料広告を掲載することに伴う印刷費の増加の

有無や、県内の実施状況について説明を行いましたが、改めて、当時の審議会

において説明した内容の概要を説明させていただきます。 

最初に「２ 令和５年度第２回審議会の内容」の印刷費をご覧ください。令

和５年度に、本市の指定ごみ袋の製造業務を委託した事業者に、令和５年度に

製造した指定ごみ袋、８，３８８，０００枚の１枚 1枚に広告を掲載する場合

と、同年度に製造した、包装用外袋８３８，８００枚に広告を掲載する場合の、

２つのパターンについて見積書を徴したところ、ご覧のとおり、いずれの場合

も初版、二版以降において、印刷費が増加する見込であることが明らかになり

ました。一方、令和５年度に執行した本市の指定ごみ袋製造業務委託の指名競

争入札において、２番目に入札価格が低かった事業者からも同様に見積書を徴

したところ、袋の色数を増やす、あるいはレイアウトの変更により、袋の裏面

にも印刷を行うことがない限り、印刷費の増加はないとの回答を得ました。 

続いて、（県内の実施状況）をご覧ください。県内の実施状況については、  

資料のとおり、既に実施をしている富津市、大網白里市、東金市、館山市にお

きましては、袋の１枚１枚あるいは包装用外袋に１枠あるいは２枠の広告スペ

ースを設け、各市が設定している掲載料を徴収した上で、製造を行っていると

のことでした。また、実施を見合わせている君津市、鴨川市に理由を確認しま

したところ、製造に係るコストの増加が懸念されているからなどの回答を得ま

した。印刷費の見積結果及び県内の実施状況を踏まえた結果が、２ページの事

務局の所見で、広告を掲載することにより、印刷に掛かるコストが更に高くな

ることが見込まれる他、コストの上昇分に見合う広告掲載料を取ることができ

るか懸念されることから、実施については見合わせるべきであるとの見解を、

先の審議会において申し上げたところでございます。 

それに対して、当時の審議会委員の方々から、いただいたご意見等が、２ペ
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ージ下段にございます。事務局からの説明において、人口による比較がなされ

ていないこと、１枚当たりの単価で比較されていないこと、広告掲載募集後、

指定ごみ袋に広告が掲載されても、指定ごみ袋の在庫状況により、市場に出回

る時期が製造後の１，２年後では、掲載を希望する事 

事業者は現れないものと思われること等を、審議員の方々からご指摘いただ

き、有料広告の掲載につきましては、引き続き検討を行うことになりました次

第にございます。先の審議会におきましてご指摘いただいた点を踏まえ、改め

て確認、検討いたしました内容が資料の続きでございます。 

それでは、３ページの「３ 県内の実施状況」をご覧ください。資料には、

令和４年度に実施していたものの、現在は有料広告の募集を行っていない館山

市を除き、富津市、大網白里市、東金市の他、令和７年度から実施を予定して

いる九十九里町の状況を載せています。いずれの市も、あらかじめ有料広告の

募集を行うにあたり、令和何年製造分と定めた上で、また、広告の掲載期間に

ついても、ごみ袋が販売開始される時から、売り切れるまでの間と定めた上で

実施しております。また、有料広告の掲載を行っていない千葉市、船橋市、松

戸市に実施を見合わせている理由について確認しましたところ、資料のとおり

の回答を得ました。 

続いて、「４ 印刷費」をご覧ください。今年度、令和６年度に本市の指定ご  

み袋の製造業務を委託した事業者は、先に説明しました令和５年度の入札にお

いて２番目に入札価格が低かった事業者ですが、改めて、有料広告掲載に伴う

印刷費の増加について確認しましたところ、やはり色数を増やす、あるいはレ

イアウトの変更により、袋の裏面にも印刷を行うことがない限り、印刷費の増

加はないとのことでした。 

以上の状況を踏まえ、本市において有料公広告を掲載する場合、「５実施によ

るメリット」に記載のとおり、広告掲載料を指定ごみ袋印刷に係る費用の一部

に充当することが可能となります。 

一方、実施にあたり、懸念している点を４ページの「６ 実施における問題

点等」に記載しております。１点目は掲載料についてです。３ページの「３ 県

内の状況」にてお示ししておりますが、いずれの市も令和７年度に製造を予定

している指定ごみ袋の製造枚数が異なる他、指定ごみ袋１枚１枚、または、包

装用外袋に印刷する場合など、掲載形態も異なることから、人口及び製造予定

枚数から、掲載に係る単価を比較することは難しいと考えています。また、こ

の資料では具体的に触れてはいませんが、掲載料の設定にあたり、掲載面積１

㎠あたり何円で設定している市と、指定ごみ袋１枚あたり何円で設定している

市があり、掲載料の設定方法の相違もまた、比較が困難な一因となっており、

本市において有料広告を掲載する場合の適正な掲載料の設定については、今後、

さらに研究が必要なものと考えております。 

２点目は、現在、指定ごみ袋を取り扱っていただいている指定取扱店舗の意

向についてです。現在、指定取扱店舗として、１９９の店舗に本市の指定ごみ



 - 9 - 

袋を取り扱っていただいておりますが、指定取扱店の同事業者から有料広告の

応募があった場合、同業の広告が掲載された指定ごみ袋を取り扱ってもらえる

のか、例えば、イオン系の広告が入った指定ごみ袋を、ローソンが取り扱って

もらえるのか、懸念しております。また、同事業者の広告が掲載された指定ご

み袋を取り扱ってもらうことを市が指定取扱店舗に求めることになり、そのよ

うな市の姿勢に、指定取扱店舗のご理解が得られるのかという点もまた、懸念

しているところでございます。なお、ご参考までに申し上げますと、実施して

いる富津市等に確認しましたところ、広告の応募は廃棄物収集関係等の事業者

ばかりとのことで、東金市では令和７年度に初めて廃棄物収集以外の事業者、

具体的には不動産事業者から応募があったと伺っています。 

以上の内容を全て踏まえた上での事務局の所見が、「７ 検討結果」になりま

す。まずは、指定取扱店舗の意向を確認し、問題ないと判断される場合、指定

ごみ袋に有料広告を掲載することについて、具体的に準備を進めていきたいと

考えております。なお、実施に当たり、有料公告の募集から市場に出回る時期

をできる限り短い期間にするために、有料広告の募集時期、掲載の設定、指定

ごみ袋製造業務における契約及び納品時期などの調整を行いたいと考えている

ところでございます。 

以上が、「指定ごみ袋の有料広告について」の説明になります。 

続きまして、指定ごみ袋のレジ袋利用について、ご説明申し上げます。資料

の５ページをお開きください。２０２０年７月から、全国一律でレジ袋の有料

化が始まっている中、本市ではマイバッグの持参を推奨しているところでござ

いますが、一部の市において、燃やせるごみの減量化を図ることを目的に、レ

ジ袋を指定ごみ袋として利用していることから、本市においてもレジ袋を指定

ごみ袋として取り扱うことについて、検討するものでございます。このレジ袋

を指定ごみ袋として取り扱うことにつきましては、令和５年度の第１回審議会

において簡単な報告を行っておりますので、概要を説明させていただきます。 

それでは、資料の「２ 令和５年度第１回審議会」の内容をご覧ください。

先の審議会では、マイバッグ持参の推奨と、レジ袋を指定ごみ袋として取り扱

うのは相反しているのではないかと懸念されること、千葉市、船橋市のごく一

部の店舗でしか実施をしていないこと、また、レジ袋を指定ごみ袋として取り

扱うことに加えて、レジ袋に有料広告を掲載する場合、有料広告の申し込みを

した会社と指定ごみ袋を取り扱う協力店舗が競合関係にある場合、競合関係に

ある会社の広告が入ったごみ袋を協力店舗が置いてくれるのか、懸念されるこ

と等から、今後、調査・研究を行った上で、指定ごみ袋をレジ袋として取り扱

うことの可否等について、検討していくことになりました。 

以上の点を踏まえ、引き続き、確認・検討した内容が、資料の続きでござい

ます。「３ 県内における実施状況」をご覧ください。資料には、柏市、山武市、

千葉市、船橋市、市原市、浦安市、大網白里市の状況について載せていますが、

特に申し上げたいことは、いずれの市も、ごみの発生抑制のため、マイバッグ
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の利用を推奨している一方で、買い物の際にマイバッグを忘れてしまったり、

購入した商品がマイバッグに入りきらない場合、レジ袋の代わりに可燃用指定

ごみ袋を買い物袋として使用した後、指定ごみ袋として再利用することにより、

プラスチックごみ削減につなげることを目的に、実施していることでございま

す。なお、レジ袋は容器包装プラスチックとしてリサイクルが可能であり、本

市におきましては、平成１６年４月より容器包装プラスチックの分別収集を行

い、レジ袋をリサイクルしているところでございますが、資料６ページに掲載

した市のうち、容器包装プラスチックの分別収集をしているのは、柏市のみと

なっております。 

続いて、資料の７ページをご覧ください。「４ 実施によるメリット」でござ  

いますが、レジ袋を指定ごみ袋として利用することにより、プラスチックごみ

の削減を図ることができる他、買い物袋として利用したレジ袋を指定ごみ袋と

して再利用できるので、利便性、ごみ袋代の節約といった点から、市民サービ

スの向上につながるものと考えらえます。 

一方で、実施にあたり懸念される点がいくつかあり、「５ 実施における問題

点等」においてお示ししてあります。 

１点目、袋の容量についてですが、マイバッグだけでは入りきらない場合に

購入するためによるものか、５ℓ 、１０ℓ のサイズで取り扱っている市はほと

んどなく、本市におけるニーズを把握する方法等について、検討する必要があ

ります。 

２点目、袋の形状についてですが、レジ袋として利用する以上、取手付きに

しないと購入する人がいないのではないかと思われますが、新たに取手付きの

袋を製造しようとしますと、取手がないものより製造単価が上がることが見込

まれます。 

３点目、袋の製造枚数についてですが、製造に先だち、レジ袋として取り扱

ってくれる店舗の確認調査を行った上で、各店舗における販売見込数を算出す

る必要がございます。ただし、他市の実施状況から、取扱店舗数はそれほど多

くはないことが予想されますため、４点目にてお示ししてありますとおり、製

造単価が割高になることが予想されます。 

なお、余談ではございますが、本市では現在、燃やせるごみ１ℓ あたり１円

のごみ処理手数料を賦課しており、２０ℓ のレジ袋の場合、２０円の一般廃棄

物処理手数料を賦課することになり、すなわちレジ袋代が１枚２０円という設

定になることが考えられます。また、指定ごみ袋取扱店に対して、現在、本市

では指定ごみ袋１枚あたり３円の取扱手数料を支払っていることもまた、レジ

袋の価格の設定において関わってまいります。 

５点目ですが、本市ではＪＡＮコード、いわゆるバーコドを包装用外袋に印

刷しておりますが、レジ袋の場合、１枚１枚にＪＡＮコードを印刷する必要が

あり、一般財団法人流通システム開発センターに登録申請の上、登録手数料を

登録、更新時に手数料を支払う必要があります他、１枚１枚にＪＡＮコードを
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印刷する場合、製造単価が上がることが予想されます。 

以上の内容を全て踏まえた上での事務局の所見が、「６ 検討結果」になりま 

す。レジ袋を指定ごみ袋として利用することにより、プラスチックごみを削減

する他、市民サービスの向上を図ることが可能になりますが、「５ 実施におけ

る問題点等」にお示しした点を勘案しますと、費用対効果の面において疑問が

残ります。また、レジ袋は容器包装プラスチックとして排出可能でありますが、

柏市を除く他市と異なり、本市では平成１６年度から、容器包装プラスチック

の分別収集を行い、レジ袋の再資源化を行っているところでございます。 

以上の点から、本市におきましては、レジ袋を指定ごみ袋として取り扱うこ

とについては見合わせて、引き続き容器包装プラスチックの分別収集により、

燃やせるごみの減量化及びプラスチックごみの再資源化を図るとともに、今後

もマイバッグの持参を推奨していきたいと考えているところでございます。 

以上が、指定ごみ袋のレジ袋利用についての説明になります。 

 

〇会 長   ありがとうございました。説明は終わりましたが、何かご質問やご意見があ

る方はお願いいたします。 

 

〇岡田委員  実際、指定ごみ袋に広告を入れると何がメリットとなるのですか。 

 

〇有村係長  掲載料を徴収することによりまして、ごみ袋の製造にかかる費用に、少しで

もそれに充てようという目的で、資料に掲載しております市において実施して

いるようでございます。 

 

〇岡田委員  そうかなと思ったのですが、販売されているごみ袋の価格は下がるのですか。

それとも下がらないのですか。 

 

〇有村係長  製造において、広告を掲載することによって、文字数やレイアウトも変わり

ますので、単価が変わることを当初懸念しておりまして、それで令和５年度に

印刷をした事業者ですとか、他の事業者から見積書を徴取したところ、変わる

ところもあれば変わらないところといったところもありました。令和６年度に

落札し、製造した事業者にも確認しましたが、そこは印刷箇所等が増えなけれ

ば、単価が変わらず、掲載してもしなくても変わらないということだったので、

この変わらないところであれば、掲載料をいただくことによって、その分少し

でもごみ袋の製造にかかる費用に充てられるのではないかと考えているところ

でございます。 

 

〇有馬課長  岡田委員からのご質問なのですが、ごみ袋の単価につきましては、ごみ処理

手数料として設定しているものでございますので、広告が入っても入らなくて

も、皆様からいただくごみ袋の単価は変わらない形になります。 
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〇岡田委員  この検討についてはもう２年経つわけですよね。それで今もそういうことで

あるのであれば、やる必要があるのですかね。２年経っているってことは、広

告費はどういうところからっていう、そういう試算もしているわけですよね。  

実際、載せる人はいるのですか。 

 

〇有村係長  他市の状況を確認しましたら、大体が廃棄物収集事業者、その関係のところ

が掲載をしているような状況にありました。先ほど申し上げましたが、東金市

は令和７年度に、不動産館関係の事業者から初めて申し込みがあったというこ

とですが、本市においても仮に募集した場合、ごみ袋という掲載媒体ですので、

同じような廃棄物収集関係の事業者の方からの応募があるのではないかと考え

ております。 

 

〇岡田委員  わかりました。 

 

〇会 長   その他いかがでしょうか。 

 

〇國吉委員  千葉市がテレビに載ったということで、印刷広告出したらいいかという流れ

から来ていると思うのですが、その中でちょっと聞きたいのです。１ページの

２ところに、ごみ袋の製造業務委託事業者の、初版、２版という形になってい

るのですけども、これは１年に２版までしかやらないのでしょうか。 

 

〇有村係長  ごみ袋製造自体は、そのときの在庫状況によって、１回のみならず、２回３

回でやる場合もございます。具体的に２版というのは、いわゆる１年目と同じ

内容で、２年目以降も作った場合といった意味合いでございます。 

 

〇國吉委員  私は印刷会社にいたものですから、これ特殊印刷というオフセットの一部な

のですけども、ハンコを何回も使うのですよ。だから２版３版は、同じ値段で

できるわけなのですけど、それで年これ何回まで印刷するのかということで、

印刷ができなくなった状態で、また初版を作るわけですよ。そうすれば、初版

作るときに、広告載せれば同じことじゃない。この初版と同じ料金になるんじ

ゃない。それ初版が２回３回って変わるわけだけど、可能ではないかなと思う

んですけどもただ、この説明書見ますといろいろと、懸念される要素がいっぱ

いあるっていうことは十分理解されましたけども、この 1ページの説明の中で、

初版２版っていう形でやるのだったら、はんこが使えなかったとき、なくなっ

たら、今度は初版になるわけなので、その年数を聞きたかったのですよ。答え

られますか。 

 

〇有村係長  今ご指摘いただいた点については確認していません。申し訳ございません。 
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〇國吉委員  ３回で使えなくなる版の場合だと４回目が初版なるので、その時にもう印刷

の内容は変えられるのですよ。だから、そういうことあれば、値段は増えたり

なんかしませんよ。そういうものも今後検討していきながら、いろんな課題と

一緒に、本当にいいのか悪いのかを取り組んでいっていただきたいと思います。 

 

〇会 長   ありがとうございます。ご要望ということなので、よろしくお願いします。 

 

〇有村係長  ありがたく参考にさせていただきます。 

 

〇会 長   その他、ご質問ご意見ございますか。レジ袋の方はいかがですか。 

 

〇高橋委員  ちょっと私も勉強不足なところがあるのですが、まず広告掲載の件で、今年

度の製造予定枚数が、約３５２万枚ですよね。それで、令和５年度の実績を見

ると、約８３８万枚ですね。おそらく使用枚数は変わらないと思いますが、３

分の１に至らないのというのは３回ぐらいごみ袋の無料配布があったことが関

係しているのでしょうか。 

 

〇有村係長  全くおっしゃるとおりで、毎月の消費量的な意味合いでは、ほとんど前から

変わりはないのですが、無料配布を令和４年度から３度行った結果、在庫の状

況から、来年度に発注する袋枚数はこの３５０万枚ほどで、市民の販売の方が

賄えると計算しているところでございます。 

 

〇高橋委員  ありがとうございます。やはりその数字は無料配布があったからということ

なのでしょうが、先ほど岡田委員の方から、どういった人が、その広告載せる

のかとか、果たして本当に載せる人いるのかとか、私も思います。 

外袋というのは、今１０枚 1束で販売しいるごみ袋の外側の袋だけで、中の

１０枚については、現状、過去から変わらないということですか。 

 

〇有村係長  おっしゃるとおりです。 

 

〇高橋委員  私がもし広告を載せる立場だとしたら、外袋にやったところで、外袋のすぐ

捨てるでしょうと考えてしまいます。外袋はごみ袋にはならないですよね。外

袋だけ載せるというのはどうなのでしょうか。私なら申し込まないですね。 

逆に富津市は、１６０万枚に今年度の予定があるみたいですけど、掲載料が

１枚あたり０．１２円これは、ごみ袋そのもの自体に掲載ですよね。外袋じゃ

ないですよね。そうすると、大網市、東金市、九十九里市が、1 円以上ってい

うのは、べらぼうに高くないですか。そこら辺の数字のマジックが私にはわか

らないのですけど、もし分かるようなら教えていただきたいです。 
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〇有村係長  先ほど高橋委員がおっしゃられましたとおり、富津市につきましては、袋の

1 枚 1 枚に掲載するパターンでやっております。なお、大網白里市は外袋の方

に、東金市も外袋に印刷しているような状況で、外袋内袋によってはその形態

の違いというのがあり、その単価の比較で、同じように比較できるかどうかと

いう点はこちらの方でもちょっと気にしているところであります。 

 

〇高橋委員  広告の面積とかそういう問題ということでしょうか。 

 

〇有村係長  おっしゃるとおりです。１平方センチ当たりいくらみたいな形で、それに基

づいて、単価を設定している市もございます。例えば、富津市、大網白里市、

館山市も同じ方法で掲載しておりますが、東金市のように、例えば 1枠０．５

円、１枚に２枠という形で、１枚当たり１円というように、あらかじめその枠

に対して、何円という形で設定してる所もあり、そういった設定方法も、市に

よって違っている状況です。 

 

〇高橋委員  ありがとうございました。あと、もう 1点。まず袋の製造をするにあたって、

指名競争入札か一般競争入札かわかりませんけども、まずその入札を行い、製

造事業者の入札を行い、発注して製造して、市の方に納品。それから販売店か

らの受注があり、初めて販売店に納品で店舗に並ぶという形になると思うので

すが、在庫状況にも影響を受けると思います。大きさは下は２０リットルで上

は４５リットルがある。しかも種類が、木更津の場合は可燃ごみ、不燃ごみ、

びん・かん・ペットボトル、容器包装プラスチック４種類ですか。広告の対象

は可燃ごみだけですか。 

 

〇有村係長  実施している市の方につきましては、最初の１ページ、２ページでお示しし

てありますとおり、例えば富津市でしたら、可燃ごみと不燃ごみ、あと資源ご

み、容器包装プラスチックと各種類のごみに対して掲載枠を設けているようで

す。 

 

〇有馬課長  木更津市の場合は市で作っているのは、あくまで可燃と不燃だけになります

ので、可燃袋と不燃袋が対象になってきます。 

 

〇高橋委員  担当の方もご承知かと思うのですけど、結構長期在庫って大きさによっては、

あると思います。たぶん製造してから、２年あるいは３年近く。もしくはもっ

と長くなってしまう。在庫を抱えていると思うのですが、そういったところで、

広告を 1回やってみようと手を挙げても、それが果たして、来年に店舗あるの

か、今年出るのか。３年後なのか５年後なのかという状況ももう少し検討して

やらないと、掲載料はいただいたけど、実際店舗に出るのが、５年かかりまし
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たねという話では広告主がいなくなっているかもしれないですか。その辺の在

庫状況と合わせた中で、やらなければいけないというのは、すごく感じるので、

もうちょっと深掘りする必要があるのかなという感じが個人的にはします。 

 

〇会 長   ご意見ありがとうございました。その他いかがでしょうか。 

 

〇倉島委員  ２つ教えてください。想定される枠の広告料と、スポンサーの見込み数の試

算がもしあれば教えて欲しいです。２つ目が、費用対効果ですね。広告を掲載

することによって、入ってくる収入が、例えば、製造コストが１００万円だっ

たとすると、その半分くらいを賄えるなら５０％ぐらいは広告で賄えるという

ことになるのですけど、それが５％なのか１０％なのか、その辺のお考えを知

りたいです。 

 

〇有村係長  先ほど説明で申し上げましたが、現在指定ごみ袋を置いている協力店舗の意

向を確認しまして、ごみ袋置くことについて、問題ないですよといった回答が

得られて、市場の販売流通に問題がないと判断された上で、掲載額の設定につ

いて、考えていきたいと思います。先ほどの繰り返しで恐縮ですが、他市はこ

ういったごみ袋掲載ということで、廃棄物の収集関係の事業者が申し込むこと

が多いようです。こちらの広告掲載料を設定した上で、何％ぐらいに当たると

いうのは、お答えできなくて申し訳ないのですが、袋の製造につきましては、

本市の場合、大雑把な話になりますけど、今回の約３５０万枚の製造につきま

して、例えば３０００万円という製造にかかる費用に対して、どれだけ広告掲

載料が充てられるかということですが、製造に係る費用の大部分を賄うとか、

そういったことは難しいと考えております。 

 

〇会 長   その他ございますか。 

 

〇高橋委員  倉島委員の方からもお話があった件で、市としては、その製造にかかるコス

トの、何％ぐらいを、賄いたいとかっていう目標の数値はあるのですか。 

 

〇有村係長  確認不足で誠に申し訳ないのですが、他市の実施状況をいろいろ聞き取り、

ヒアリングを行ったのですが、製造に係る費用の相当部分を賄われているとは

思われないような部分もあるのですが、こちらの確認も不足している状況では

ありますので、コストの何％と設定すべきか、そういった点につきましても、

検討の方はしていきたいと考えております。広告の掲載を募集した後で、印刷

の製造の設計を組んで、それから入札を行うという形になりますので、赤字に

なるとかそういったことはございません。 

 

〇高橋委員  例えば、努力したわりには、費用対効果がものすごく薄かったということは
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あり得るし、そういうことも、なきにしもあらずとういことですね。ありがと

うございます。 

 

〇会 長   その他いかがでしょうか。 

 

〇岡田委員  今の関係で、例えば、３０００万円の製造コストがかかるということでした

けども、仮に、仮に広告収入が１００万円だとすると、その工期予定効果が約

３％ちょっとになりますね。その募集にかかるコストとか、人件費、これを考

えたときに果たしてどうなのかということも、検討しないといけないかと思う

のですよね。募集にも人手がかかるしいろんな費用が発生しますので、それが

１００万円以上、２００万円、３００万円かかったら、やる意味がないのかな

とちょっと思いました。 

 

〇会 長   その他いかがですか。よろしいですか。 

今いろいろとご意見が出て、もう少しデータの収集だとか精査する部分が多

分にあるだろうと、今聞いて思いましたので、事務局はしっかり今後の対応を

よろしくお願いしたいと思います。 

それでは意見等もないようでございますので質疑終局と認めます。 

以上をもちまして議題はすべて終了しましたので、進行のほう事務局にお返

しをいたします。円滑な進行にご協力感謝申し上げます。 

ありがとうございました。 

 

〇司 会   座親会長並びに委員の皆様、慎重なご審議ありがとうございました。 

それでは、その他といたしまして、事務局から翌年度以降の取組についてご

報告させていただきます。 

 

〇有馬課長  資源循環推進課長の有馬と申します。 

       資料の方ですが、このＡ４の横になっているこちらの方をご覧ください。 

私から事務局からの報告事項といたしまして、本市における翌年度以降の主

な取組について、ご説明させていただきます。本市では、環境負荷の少ない循

環社会の構築、サーキュラーエコノミーへの移行を推進しており、その流れを

より加速させるため、今後も効果的な取組を進めてまいります。 

また、富津市内で整備を進めている新たな広域廃棄物処理施設については、

令和９年度の供用開始に向けて、ごみの収集運搬体制を構築してまいります。 

主な取組といたしまして、「１」につきましては、令和７年１０月からプラス

チック一括回収を開始いたします。現在、本市では容器包装プラスチックのみ

を回収していますが、今後は可燃ごみとして処理されているプラスチック製品

の回収も合わせて行うことで、更なるごみの減量化・資源化を進めていまいり

ます。続きまして、「２」につきましては、家庭から排出されるごみの減少に対
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して、事業所から排出されているごみの減量化が進んでいない現状がございま

すので、今後、市全体でごみの減量化、資源化を進めるため、調査などを行う

予定でございます。「３」につきましては、剪定枝や給食残渣などの資源の循環

利用に向けた取組についても検討を行ってまいります。「４」及び「５」につき

ましては、ごみの資源化に加えて、将来にわたって効率的なごみ収集が行える

よう、ごみの収集運搬体制についても検討を行ってまいります。令和９年度よ

り広域廃棄物処理施設が現在の木更津市から富津市への移転されることに伴い、

収集、運搬時間の増加が見込まれます。収集運搬に支障がないよう体制を構築

してまいりますとともに、一般廃棄物協同組合から要望がございました市内の

ごみの収集の週休５日体制で、現在は月曜日から土曜日までの週６日体制にな

っているのですが、その週休５日体制の要望についても、検討してまいります。 

以上が簡単ではございますが、翌年度以降に本市が予定しております取組で

ございます。またこちらの会議の議題に上げることになる可能性もございます

ので、ここでご紹介をさせていただきます。 

 

〇國吉委員  ここには書いてないですけど、今取り組んでいる家庭から出た油が、現状ど

れくらいの回収量になっているのかを教えてもらえればありがたいです。 

 

〇有村係長  今現在公民館ですとか、市役所の庁舎、あとクリーンセンター等で、回収を

行っているのですが、大体１ヶ月当たり１００キロぐらいの回収量でございま

す。この度、今月 1日からになりますが、ベイシア木更津金田店と、アピタ木

更津店、こちらのお店においてもご協力をいただきまして、店頭による回収を

スタートいたしましたので、拠点を拡大することによって、回収量の拡大を図

って参りたいと考えております。 

 

〇國吉委員  テレビでも航空機の燃料に変えるということに取り組んでいる会社があると

いうことで、家庭で油は結構使っていると思うのですけど、まだまだこの環境

部のＰＲが足らないように感じるので、時代とともにですね、そういう家庭用

の油をごみに出さないようなＰＲをもちょっと大きくしていっていただいた方

が、それこそ、翌年度以降の主な取り組みの中に入るのではないかなと私は思

うのですよね。燃料に使えるものを、今だと結構家庭ではね、固めちゃって捨

てているわけですよ。何かの容器に入れて公民館やクリーンセンターに持って

いけばいいですという広告をできれば広くやっていただければありがたいかな

と思います。 

 

〇有馬課長  おっしゃるとおりでございますので、さらにいろいろＰＲを考えていきたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

 

〇高橋委員  翌年度以降というのは４月以降ということですか。 
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       本日は６年度で、４月以降が７年度という解釈でよろしいですか。 

 

〇有馬課長  おっしゃるとおりです。 

 

６ 閉 会 

〇司 会   他に何かございませんでしょうか。 

では質問や意見が出尽くしたようですので、以上をもちまして、木更津市廃

棄物減量等推進協議会を閉会いたします。 

また、次回の審議会は、夏ごろを予定しておりますが、詳細は改めてご案内

申し上げますのでよろしくお願いいたします。 

皆様、長時間どうもありがとうございました。 

 

上記会議録を証するため下記署名いたします。 

 

 

令和７年３月３１日 

 

署名人  平 野  大 志              


